
クアルコムジャパンからの回答について

前回会合（４／１０）で行ったメーカーへのヒアリングにおける構成員からの質問に関し、「後日
回答」となっていた事項について、クアルコムジャパン（株）より、下記のとおり回答があった。

質問事項①： 日本におけるクアルコムの特許の出願・登録状況はどのようになっているのか。

質問事項②： 端末１台当たりの平均ロイヤルティ額を教えていただきたい。

ｸｱﾙｺﾑ回答： 現在日本においては申請中のものも含め、約２４００件となっております。

ｸｱﾙｺﾑ回答： 端末の平均価格は、２００６年、２００７年ともに＄２１４となっております。

（別紙１ページ目の緑色の部分が年間の平均端末価格です。平均端末価格はASP（Average Selling Price）
と表記されており、端末メーカーの出荷価格とご理解いただければよろしいかと思います。）

ただ、低価格端末の登場で平均端末価格は低下する傾向にあり、２００８年には＄２０３に低

下することが予想されております。

（別紙２ページ目を見ていただくとお分かりいただけますが、最近では＄３０を下回る価格の端末も登場して

いる状況です。）

この端末平均価格に標準料率（５％未満）を掛け合わせたものを平均ロイヤルティ額としてい

ただいていることになります。



平均携帯端末価格

２００８年１月２３日付けIR資料「Q1FY08 Earning」より抜粋



低価格携帯端末の普及
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２００８年１月付けクアルコム社資料「Qualcomm Business Model」より抜粋
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